
 

令和２年度 吉野ヶ里町立東脊振中学校 教育研究計画 

 

研究主題 「自他共に認め高め合い、自己肯定感を育む道徳教育の探究」 

 

  ① 主題設定の理由 

    平成 27・28年度の２年間、文部科学省「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の委託を受 

け、小中と家庭・地域で連携し、地域の実態や課題に応じた特色ある道徳教育の実践的研究を行った。 

平成 28年 12月２日には研究発表を行い、道徳の授業におけるＴＴのあり方や家庭・地域と連携した教 

材の活用を提案することができた。２年間の研究をもとに、平成 29年度以降も、道徳の授業づくりを 

中心に道徳教育の研究を行い、年間３回の公開授業を通して提案授業を行うことができた。 

昨年度は特に、改正学習指導要領の全面実施に伴い、道徳科の評価方法について、１時間の授業につ

いての評価を積み重ね、生徒たちの成長を見取ることはもちろん、授業者の授業改善にも生かしていく

ような方策を練ることができ、評価の方向性を全職員で共通理解することができた。学び合う活動の一

つである旅行学習についても研究を継続し、生徒たちが道徳的価値に向き合って対話できる方法を模索

することができた。また、学期ごとに生徒たち自身の自己評価を行い、道徳の授業による変容を探った。

「友だちの考えなどをもとに、新たな発見ができたか」という質問に対し、各学年ともに肯定的な回答

が多かったが、２割程度の生徒は、「あまりあてはまらない、全くあてはまらない」と回答している。

「授業で感じた思いを、積極的に先生や友だちに伝えることができたか」という質問に対しても同じ傾

向が見られた。これらの質問で肯定的な回答が多かった理由として、これまでの研究の柱としていた「学

び合う活動」を複数年取り組み、生徒同士の意見を交流し合うことで互いの良さを認め合える機会とな

っていたり、学校行事等の体験活動と道徳の授業との関連を意識して授業づくりに取り組んだりした成

果だと考える。一方、肯定的に回答できなかった理由として、道徳の授業の中で生徒同士の意見の交流

を積極的に行ってきたが、成長に伴い、他者との比較において自分を捉え、劣等感を感じたり、他者と

異なることへの不安から自分の個性の良さを認めたり伸ばしたりすることに消極的になったりするこ

とが考えられる。自分の短所も個性の一つであることを踏まえつつ、自分を受け入れ、新たな自分の発

見へとつながる道徳教育の充実が必要になると考える。 

    また、本校の生徒は学力が伸び悩み、学習意欲が高まらない生徒も見受けられる。自分にはできるこ

とがある、自分は成長している、自分には友だちと異なる面もある、自分には良いところがあるという

思いから、自分自身を唯一無二の存在であると認める＊自己肯定感を高め、自分は集団の中で役に立っ

ているとか人のためにしていることがあるという＊自己有用感を高めることが、学びに向かう集団をつ

くり、それが学力の向上にもつながると考えられる。 

    そのため、学びの基盤としての道徳教育を通して、自分だけでなく他者も認め合い、自己肯定感を高

めるような生徒を育成したいと考え、本主題を設定した。 

＊自己肯定感＝自分には良いところがある、自分は～ができるなど、自分を肯定する自己評価 

＊自己有用感＝自分は人の役に立っている、他者に貢献している、人から感謝されているなど、 

他者との関係をふまえた自己評価 

 



 

② 研究の重点 

   ・「道徳科」の評価 

   ・テーマ発問に深まりをもたせるための切り返しの発問の工夫 

   ・ＴＴを生かした、生徒の思考を整理する構造的な板書の工夫 

 

③ 研究組織 

(ア) 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 組織の役割  

・ 研究推進委員会                              

校長・教頭・教務・学年推進委員で組織し、主題に迫るために研究の方向性、研究の進め方について

協議するとともに、研究の全体計画を立案する。 

・ 全体研究会 

全職員で行う意思統一の場とする。各部会での研究内容を報告し、全体会で協議を重ねて、各部会の

取り組みが全職員のものとなるようにする。 

・ 学年研究会 

全体研究会を受けて、自己肯定感・自己有用感を高める学年・学級経営の在り方を探る。 

また、ＴＴ・ローテーション道徳の計画・実践をし、授業を通して研究の重点について研究を深める。 

・ 小中連携推進会議 

小中学校校長、教頭、教務で組織し、研究の推進や小中連携活動等の提案などを行う。 

・ さざんか教育協議会 

地域代表、小中学校ＰＴＡ会長、町教育委員会、小中学校管理職・教務主任で組織し、児童生徒が生

きる力を育み、豊かな人間性や社会性を養い、その力を発揮する教育活動の推進のために、連携の在り

方などの提言や協議を学期に１回行う。 

 

 

 

 

 

 校長・教頭  

  

    

小中連携推進会議  研究推進委員会   

   さざんか教育協議会  

  全体研究会  

  

 学年研究会  

 

 

 



 

④ 年間計画 

月 計画 内容 

４ ・第１回全体会 ・研究の概要、テーマ、方向性、組織について 

５ 

・第１回ＱＵアンケート 

・第２回全体会 

・校内公開授業 

 

・役割ごとの情報交換・協議、今後の計画、授業研

究会について 

６ 

・第１回授業研究会 

・第３回全体会 

・地域・親子ふれあい道徳 

・第１回小中合同研究会 

・公開授業 

・授業研を終えて、今後の取組について 

 

・小中連携活動について 

７ ・第４回全体会 ・１学期の振り返りと２学期に向けての計画 

８ ・第５回全体会 ・１学期に行った授業の評価、授業研究会について 

９ 

・第２回授業研究会 

・第６回全体会 

・地域ふれあい道徳 

・公開授業 

・授業づくりの見直し、授業研究会について 

10 
・第７回全体会 

・第２回ＱＵアンケート 

・授業研を終えて、今後の取組について 

11 ・第８回全体会 
・役割ごとの情報交換・協議、評価方法についての

見直し 

12 ・第９回全体会 ・今年度の分析、授業研究会について 

１ 
・第３回授業研究会  

・第10回全体会 

・公開授業 

・評価の記入方法について 

２ ・第11回全体会 
・本年度研究の総括と次年度研究について 

 役割ごとの情報交換・協議・次年度への課題 

３ ・第12回全体会 ・次年度の研究の方向性について 

 

 

 

 


